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▲HP01の 炭化材の分布図

(求心状に屋根材や垂木が組まれ

ていたことが推定されます )
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■ 北大札幌キャンパス内から発見された焼失住居址

IN 号=毎

‐
サクシュコ トニ川と

セロンベツ川

サクシュコ トニ川の周囲

で発見された埋没河川

続縄文・擦文文化の

大規模な遺跡
続縄文文化

擦文文化

○

●

▲K435遺跡で発見された焼失住居址にみら

れた炭化材の分布状態。多くが垂木。

▲恵迪寮地点で発見された焼失住居址に

みられた炭化材の分布状態。

▲弓道場地点で発見された焼失住居址に

みられた炭化材の分布状態。

▲人文・社会科学総合教育研究棟地点の焼失

住居址にみられた炭化材の分布状態。

(全体の約半分を調査 )
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■  堅穴住居の構造

考 |||"｀二σ)IJ月 イヽではイ|:方 Il σ)よ うな建造物を

床 lniの構造で 3つに区分していますぃ地 1角 i

と|11じ 1角 iを床 1白 iと するもσ)が 「 1`4Jttlt」 、

地 1角 i.kり 高い位置tに床 1白 iを 1)つ ()のを「高

床式J、 そして地 1角 iを‖||り くばめて床 1白 iを

作る ()げ )が 「墜穴式Jですぃ
′′メ真は、奈良

りItイ 4:1来 HI′ |`塚 ll「り〔から|||llし た ll「ぢ〔文化σ)

御1鏡です_鏡の背 1角 i(銚 イ|)に 4つの建

物が描かれているσ)で 「家Li文鏡J と1呼 |ず

れてい ます_ llと ノI:が |1再 床式、イ千が 1ヽ4地

・ t、  卜
^が
ll卜 穴Jtσ )建物を表現 した 1)σ )だ と

考えられています.

■ 失火か焼却か

擦文文化の焼失イ|:り III力 |:には、||に穴のlit際

に 11が川!ま りはじめ/‐‐後に、 本|:やりit根イオが

燃えた
Il千

例が多くあります.ノ li活時の失火

や lJ/x火 、いわゆる火災ではないようです。

・ 1時σ)人 たちはいかなるり|!山 で住丼11をり然や

したのでし Lう から

≡ ■  斜めの屋根 と日本の気候
≡  洵1潤 な |1本 の女t候 で
≡ は、月t根は傾斜を t)つ た

≡ 作 りが合り|!的 です。Li根
≡ 材を支えて傾斜をつくる

≡ 部イオが「吼木Jです。壁が

三 地 11に現れない暉卜穴式で
三 は、吼本が |111接地山iに接

三 ■ る構造にイrり ます。イ|:

三 井I}の ||1央 で市:木 を支えるのが「棟木 J、 本|:を つないで市:木 を支えるσ)が

≡
「17'FJです。桁に ||'交 して市:本がかからないσ)が 「凛 Jです.焼 失ィ|:丼 l1111:

≡ の炭化材の分析から、擦文文化の 11卜穴イl:方 IIの持t根構造は、4本の |:オ |:を

≡ 4本σ)祈 fで連結 して、4方 1占 |に 屋根 lniが 傾斜する「
′
イ子棟」であったと想

≡ 定されます .

=H‖ ‖H‖ ‖H‖ HH‖ ‖‖H‖ ‖‖H‖ ‖H‖ ‖‖H‖ HHH‖ HHH‖ ‖H‖ ‖H‖ ‖HHH‖ ‖‖‖HHH:

▲部材の名称

自然に埋ま った土

▲焼失住居の埋まり方              ≡

薬学部研究棟地点第 1号竪穴住居址 (擦文文化前期)≡

焼失住居址から発見された炭化材の樹種同定

▲竪穴住居の上屋に利用された樹木

樹種同定の結果、続縄文文化 (約 2000年前)では、多種類の樹木が上屋構築
に利用されていますが、擦文文化 (1300年前～800年前)では、 トネリコ属や
ヤナギ属の利用が多くなると考えられます。これらの樹木は扇状地末端から

低地にかけてみられるものです。

編>

トネ|リコ属 (FraχわυS Spp) ハンノキ属 (ハ′ηυS Spp)    樹木の年輪
例えばヤダチモ      例えばケヤマハンノキ    (横 に切断した場合)

▲炭化材の電子顕微鏡画像

上の写真は焼失住居址で発見された炭化材の組織構造を撮影 したものです。
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▲「家屋文鏡」

総点数

(216)点

上屋が焼 けて堆積 した

焼土・炭化材

に基づいて模式図を作成。



■ 樹種同定を行うまでの作業手順

1劇 f[11,Lげ )子「fl:|に 、 わtll´2イЁ IIIII]‖ イドJ場

|]「 ご1采 |lk・ |~ろ i邑 fll:、  午Lr‐ bり 1ィル女∫た作)lZヽ υ)/L

ν)に |'t‖ (:卜 を力||li・ I洲イ籠・|~ろ i邑 fll:、 ′り1メ〔111

11夕 Jう にび|す lf「同定を行うl llflン )13つに人き

く分かれ 貯 |~

1′サtfヒ本オげ)糸 |||1包 |1己ダ||げ )牛 ljイ l吹 と、 1り1/liげ )lll

本υ)木 |‖
`(木
本イに`|)た ると二ろ)の 糸||1胞 |1己

ケ||げ )特徴 Lを 1ヒ 1校 し、同定を i「 い に・|~
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顕微鏡観察電子

炭化材 金 ―白金蒸着 樹種同定

試料台に接着

HUSttEP講 義の実施
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1白 il))と らオしたし/L

焼失イliム 11カ |:で は、鳩t根 などの llりlt構造について

のlli報や、遺跡川 iとの森林環境の推定に
`∠

、要な情

報が多く残されています 炭化 した木材を分析す
るためには、建築学やれ114グ rな どの様 々な分野か

「,の 協ノ」が必要で寸。今 II llは 、 i遇 去の人々のイl:ま

いに111す る石り「究の
‐端をご紹介しました ,(守りit)

第2回 調査成果報告会の実施
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